
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
み
た

『
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伽
師
資
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立
の
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題
点

(
上

山
)
 

九
〇

チ

ベ
ッ
ト
訳

か
ら
み
た

『
娚
伽
師
資
記
』
成

立

の
問

題
点

上

山

大

峻

一

(
1
)

既
に
報
告
し
た
よ
う
に
敦
煙
石
室
遺
書
の
中
に
発
見
さ
れ
た

『
樗
伽

師
資
記
』

一
巻
に
対
応
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
、
同
じ
く
敦
煙
出
土
の
チ

ベ
ッ
ト
訳
写
本
の
中
に
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
漢
文
本
と
対
照

し
て
み
る
と
各
処
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
気
づ
く
大
き
い
違
い

は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
序
が
な
く
、
撰
者
を
記
さ
ず
、
第
五
祖
道
信
伝

の
途
中
で
終
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
訳

の
翻
訳
原
本
と
な
つ
た
本
自
体
が
、
第
八
唐
朝
洛
州
嵩
高
山
普
寂
禅
師

等
に
到
る
浄
覚
集

の
漢
文
本

『
樗
伽
師
資
記
』
と
本
来
違
つ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い

て
わ
れ
わ
れ
の
先
ず
考
え
つ
く
こ
と
は
、
『
師
資
記
』
の
完
本

(浄
覚
の

本
)
か
ら

チ
ベ
ッ
ト
訳
相
当

の
部
分
を
抄
出
し
た
別
本
が
あ

つ
て
、
チ

ベ
ッ
ト
訳
者
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
翻
訳
を
為
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
よ
う
な
別
本
が
敦
捏
写
本
の
中
に
見
つ
か
る

か
も
し
れ
な
い
と
思

つ
た
が
、

い
ま
ま
で
に
渉
猟
さ
れ
た
七
点
の

『師

資
記
』
の
写
本
に
関
す
る
か
ぎ
り
そ
れ
を
確
か

め
る
こ
と
が

で
き

な

(2
)い
。
紙
質
と
筆
跡
か
ら
み
て
最
も
古
い
写
本
と
思

わ
れ
る

s
.
 
2
0
5
4
も

(3
)

浄
覚
集
の

『師
資
記
』
の
写
本

で
あ

つ
て
、
ど
う
も
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
原

本
に
当
る

『
師
資
記
』
は
敦
煙
に
入
つ
た
形
跡

が
な
い
。
そ
の
よ
う
な

別
本
が
無
か
つ
た
と
す
れ
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
す

る
時
に
訳
者
が
他
の
部

分
を
省
い
て
抄
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳

の
文
章
を
み
る
と
極
め
て
原
文
に
忠
実
な
、
し
か
も
漢
文
を
充
分
に
読

み
こ
な
せ
な
い
者

の
行

つ
た
愚
直
と
ま
で
云
え
る
透
写
訳
で
あ
つ
て
、

訳
者
が
恣
意
的
に
原
本
に
改
変
を
加
え
て
訳
出
し
た
と
は
倒
底
考
え
え

な
い
。
ま
た
、
翻
訳
さ
れ
た
当
初
は
完
全
な
チ
ベ
ッ
ト
写
本
で
あ
つ
た

も
の
が
書
写
伝
承
を
く
り
返
す
間
に
、
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
写
本
の
よ

う
に
短
い
も
の
に
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
些
細
に
検
討
す

(4
)

れ
ば
誤
写
脱
落

の
若
干
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
写
本
の
形
態

か
ら
み
て
、
か
な
り
重
要
な
文
献
と
し
て
書
写
伝
持
さ
れ
て
い
る
形
跡

(
5
)

が
認
め
ら
れ
、
両
本

の
差
異
を
安
易
に
写
字
生
の
気
紛
れ
に
帰
し
て
解

釈
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
敦
煙
出
土
の
漢
文
写
本
の
中
に
は

確
認
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
翻
訳
原
本
と
な
つ

た

『廓
資

記
』
は
別
に
あ
つ
て
、
浄
覚
集
の
本
と
は
本
来
ち
が

つ
た
も

の
で
あ
つ
た
と
い
う
推
定
に
か
え
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
よ
う
な
別
本
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
浄
覚
集
の
本
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
言
つ

た
よ
う
に
、

浄
覚
集

の
本
よ
り
抄
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を

言
え
ば
私

は
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
で
あ
つ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の

原
本
と
な

つ
た
形
の
も
の
が

『師
資
記
』
の
原
型
と
し
て
先
に
在
り
、

浄
覚
集
の

『
師
資
記
』
は
後
に
そ
れ
に
附
加
増
広
し
て
集
成
さ
(れ
た
も

の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

に
到
つ
た
根
拠
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
対
比
よ
り
指
摘

し
、
『
樗
伽
師
資

記
』
の
成
立
周
題
に
つ
い
て

一
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て
批
判
を
仰
き
た

い
と
思
う
。

二

『
師
資
記
』
の
内
容
が

一
貫
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

チ
ベ
ッ
ト

訳
の
発
見
以
前
に
既
に
こ
の
本
の
編
集
の
あ
り
方
に
つ
い
て
疑
義
が
提

せ
ら
れ
て
い
た
。
『
師
資
記
』

の
構
成
は
、
道
信
伝
を
軸
に
し

て
明
確

に
前
後
二
部

に
分
れ
て
い
て
、
著
作
意
図
も
基
本
資
料
も
異
る
と
い
う

(6
)

も

の

で
あ

る

つ

と

こ
ろ

が

チ

ベ

ッ
ト
訳

の

『
師

資

記

』

も

ま

た
、

問

題

の
道

信

の

と

こ
ろ

で
途

切

れ

て

い

る

(
も

つ
と
も
道
信
伝

の
最
初
少

し
を

含
む
が
)
。
こ
の
こ
と
を
発
端
に
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
注
意
さ

れ
る

の
で
あ
る
。
ま
ず
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
次
の
部
分
が
欠
け
る
。

「又
云
。
従
師
而
学
。
悟
不
由
師
。
凡
教
人
智
慧
。
未
嘗
説
法
。
就
事
而
徴
。

指
樹
葉
是
何
物
。
又
云
。
汝
能
入
瓶
入
柱
。
・乃
能
入
火
穴
。
山
杖
能
説
法

不
。
文
云
。
汝
身
入
心
入
。
又
云
。
屋
内
有
瓶
。
屋
外
亦
有
瓶
不
。
瓶
中
有

水
不
。
水
申
有
瓶
不
。
乃
至
天
下
諸
水
。

一
一
中
皆
有
瓶
不
。
又
云
。
此
水

是
何
物
。
又
云
。
樹
葉
能
説
法
。
瓶
能
説
法
。
柱
能
説
法
。
屋
能
説
法
。
及

地
水
火
風
。
皆
能
説
法
。
土
木
瓦
石
。
亦
能
説
法
者
何
也
。」
(大
正
八
五
・

一
二
八
四
c
12
-
20
)
.
 

こ
の
文
は
漢
文
本
の
第

一
祖
求
那
倣
陀
羅
の
条

の
最
後
に
附
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は

「
就
事
而
徴
」
と
言
う
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
指

事
問
義
と
い
わ
れ
る
禅
の
説
示
形
態

で
、
歴
史
的
に
は
道
信
に
次
ぐ
弘

忍
の
頃
か
ら
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
求
那
蹟
陀
羅
の
条

に
こ
の
よ
う
な
文
が
加
わ
る
の
は
疑
わ
し
く
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
が
元
の
形

で
右
の
文
は
後
に
附
加
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
。

次
に
第
二
祖
菩
提
達
摩
の
条

の
次
の
部
分

が

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
欠
け

る
。
「余
則
弟
子
曇
林
。
記
師
言
行
。
集
成

一
巻
。
名
之
達
摩
論
也
。
菩
提
師
又

為
坐
禅
衆
。
釈
樗
伽
要
義

一
巻
。
有
十
二
三
紙
。
亦
名
達
摩
論
也
。
文
理
円

浄
。
天
下
流
通
。
自
外
更
有
人
。
偽
造
達
摩
論
三
巻
。
文
繁
理
散
。
不
堪
行

用
。
大
師
又
指
事
問
義
。
但
指

一
物
。
喚
作
何
物
。
衆
物
皆
問
之
。
廻
換
物

名
。
変
易
問
之
。
又
云
。
此
身
有
不
ゆ
是
何
身
。
又
云
。
空
中
雲
霧
。
終
不

能
染
汚
虚
空
。
然
能
騎
虚
空
つ
不
得
明
浄
。
浬
奨
経
云
。
無
内
六
入
。
無
外

チ
ベ

ッ
ト
訳
か

ら
み
売

『
樗
伽
師
資
記
』
成
立

の
問
題

点

(
上

山
)
 

九

一
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チ

ベ
ッ
ト
訳
か
ら
み
た

『
樗
伽

師
資
記
』
成
立

の
問
題
点

(
上

山
)
 

九
二

六
塵
。
内
外
合
故
。
名
為
中
道
。」
(大
正
八
五

・
一
二
八
五
b
15
-
25
)

右
の
文

は
、
曇
林
が

『
達
摩
論
』

一
巻
を
製
し
た
こ
と
。
菩
提

〔達

摩
〕
が
樗
伽
要
義
を
釈
し
、
こ
れ
も

『
達
摩
論
』
と
称

せ
ら
れ
て
、

世
に
並
び
行
わ
れ
た
こ
と
。
偽
作
の

『
達
摩
論
』
な
る
も
の
も
あ
つ
た

こ
と
を
述

べ
、
更
に

〔菩
提
達
摩
〕
大
師
の

「指
事
問
義
」
を
紹
介
す

る
。
こ
の
う
ち

「指
事
問
義
」
な
る
も
の
は
先
に
見
た
如
く
で
あ
る
。

ま
た
曇
林

が

『
達
摩
論
』
を
製
す
る
等
の
記
事
も
、

い
か
に
も
そ
れ
ま

で
の

『
師
資
記
』
の
筆
致
と
合
わ
な
い
も
の
で
、
歴
史
的
注
釈
と
し
て

後
か
ら
加
え
た
も
の
と
見
傲
し
う
る
。

ま
た
曇
林
に
つ
い
て
、
次
の
文
が
注
意
を
惹
く
。

「…
…
余
広
如
続
高
僧
伝
所
明
。
略
弁
大
乗
入
道
四
行
弟
子
曇
林
序
。
法
師

者
。
…
…
」
(大
正
八
五
・
一
二
八
四
c
26
)

右
の
文
中
、

「略
弁
大
乗
入
道
四
行
弟
子
曇
林
序
」
は
、

一
般
に

こ
う

い
う
書
名

と
さ
れ
る
。
確
か
に

『景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
十
に
も

「
略
弁

大
乗
入
道

四
行
曇
琳
序
」
と
書
名
の
如
く
掲
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
で
み
る
と
こ
の
部
分
は

他

は
、
広
く
は

『
続
高
僧
伝
』

の
中

に
出

て
い
る

と
お
り
で
あ
る
。

い
ま
、

こ
こ
で
は
大
乗

の
四
法
行

の
要
略
を
説

く
の
で
あ

る
。

と
あ
り
書
名

で
は
な
い
。
曇
林

の
序

か
ら

の
引
用

と
考

え
ら

れ
る

「法
師
者
。

…
…
意
在
後
文
。
」
の
文
は
い
わ
ば
菩
提
達
摩

の
伝
記

で

あ
る
。
と
こ
ろ
が

『
師
資
記
』
の
著
者
は
こ
う
し
た
伝
記
に
つ
い
て
は

既
に

「
余
広
如

『続
高
僧
伝
』
所
明
」
と
言
つ
て
お
り
、

い
わ
ば
典
拠

が
重
復
す
る
こ
と
と
な
る
。
『
師
資
記
』
の
原
著
者

の
意
図
は
あ
く
ま

で
も

「
大
乗
の
四
法
行

の
要
略
を
説
く
」
こ
と
に
あ
り
、

こ
こ
の
文
が

曇
林
の
も
の
で
あ
る
と
敢
て
言
う

つ
も
り
は
な
く
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
よ

う
に

「
弟
子
曇
林
序
」
の
文
字
は
最
初
は
な
か

つ
た
の
で
は
な
い
か
。

お
そ
ら
く
前
説
の
曇
林

の
達
摩
論
等
に
関
す
る
記
事
を
後
に
な
つ
て
挿

入
し
た
時
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
文
本
で
は
求
那
践
陀

羅
を

「南
天
竺
国
人
」
と
す
る
に
対
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

r
g
y
a
 
g
a
r
 g
y
i
 d
b
u
s
 
g
y
i
 y
u
l
 
n
a
s
…
…
(
ib
id
,
 
1
5
a
2
)

イ

ン
ド
の
中
央

の
地
方
よ
り
…
…

と

な

つ
て

い

る
。

こ

の
三

蔵

の
伝

記

は

例

え

ば

『
高

僧

伝

』

巻

三

に

「
求
那
蹟
陀
羅
。
此
云
功
徳
賢
。

中
天
竺
人
。

以
大
乗
学
故
。
世
号
摩

詞
衛
。
」
(大
正
五
〇

・
三
四
四
a
)
に
あ
る
如
く
、
「
中
天
竺
人
」
と
み
る

の
が
通
念
で
あ
る
。
そ
れ
が
浄
覚
集
の
漢
文
本

の

『
師
資
記
』

で
は
わ

ざ
わ
ざ

「南
天
竺
国
人
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
浄
覚
の
『
註
般
若

波
羅
蜜
多
心
経
』
の
序
に
は

「
古
禅
訓
に
日
う
。
宋
の
太
祖
の
と
き
、

求
那
蹟
陀
羅
三
蔵
法
師
は
、
樗
伽
の
法
灯
を
伝
え
る
た
め
に
南
天
竺
よ

り
渡
来
し
た
。
南
宗
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
」
と
あ

る
。
も

つ
と
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も
こ
れ
は
浄
覚

の
弟
子
李
知
非
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
柳
田
氏
の
指
示

を
俊

つ
て
言
え
ぱ
、
こ
の
と
き
浄
覚

の
宗
を
南
宗
と
称
す
べ
き
要
請
が

あ
り
、
そ
の
理
由
づ
け
の
た
め
に

「
中
天
竺
」
を
わ
ざ
わ
ざ

「
南
天

(7
)

竺
」
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
は
そ
の
変
更
を
う
け
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
の
諸
点
を
集
約
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
両
本
の

『
師
資
記
』

の

あ
い
だ
に
は
、
明
ら
か
に

"附
加
変
更
を
う
け
た
も

の
"
と
、
"
そ
う

で
な
い
も

の
"
と
の
関
係
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
、
先
に
論
じ
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
写
本
が
忠
実
に
翻
訳
原
本
を
伝
承
し
て

い
る
と
い
う
結
論
を
加
え
る
な
ら
ば
、
附
加

・
変
更
を
受
け
て
い
な
い

別
本

『
師
資
記
』
之
倣
、
序
文
が
無
く
、
著
者
不
明

で
、
道
信
伝
の
途

(
8
)

中
で
終
る
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三

右
の
結
論
か
ら
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
浄
覚
が
そ
れ
ま
で
あ
つ
た
古

本

『
師
資
記
』
を
素
材
と
し
、
そ
れ
に
増
広

・
改
変
を
与
え
て
新
し
い

広
本

『
師
資
記
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
形
成
過
程
を
導
き
出
す
こ
と
に

な
る
が
、
果
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
り
う
る
状
況
的
理
由
が
認
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
い
う
古
本

の

『
師
資
記
』
が
チ
ベ

ッ
ト
訳
さ
れ
て
敦
煙
写
本

の
中
に
遺

つ
て
い
る
史
的
事
実
に
ど
の
よ
う

に
関
連
づ
け
る
か
、
論
議
の
若
干
を
補

つ
て
右
の
結
論
の
吟
味
を
試
み

た
い
と
思
う
。

敦
煙
が
チ
ベ
ッ
ト
に
占
領
さ
れ
た
七
八

一
年
以
降
に
漢
文
仏
典
が
チ

ベ
ッ
ト
訳
さ
れ
る
場
合
、
原
本
は
大
低
敦
煙
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ

(9
)

し
て
翻
訳
に
際
し
て
は
両
語
を
巧
に
す
る
翻
訳
者
が
担
当
し
た
。
し
か

し
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
師
資
記
の
訳
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
翻
訳
者
が
漢

語
に
あ
ま
り
通
じ
て
い
な
い
で
、
屡

々
誤
訳

し

て
い
る

こ
と
に
気
付

く
。
更
に

『
翻
訳
名
義
集
』
の
翻
訳
術
語
を
無
視

し
た

一
見
稚
拙
な
訳

文
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
典
翻
訳
が
軌
道
に
の
る
以
前
の
初
期

の

(
1
0
)

翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
特
徴
よ
り
み
て
こ
の

チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
遅
く
と
も
敦
煙
が
チ
ベ
ッ
ト
に
占
領
さ
れ
る
七
八

一

年
頃
以
前
ま
だ
シ
ナ
語
に
通
ず
る
翻
訳
者
が
育
た
な
い
時
代
に
為
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
翻
訳
原
本
は
敦
燵

の
書
庫
か
ら

で
は
な
く
別
の
ル
ー
ト
か
ら
入
手
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
敦
燈
と
別
系
統

で
早
い
時
期
に
禅
宗
文
献
が
チ
ベ
ッ
ト
に
入
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
サ
ム
エ
寺
院
の
古
い
寺
誌

で
あ
る

『
バ
ー

シ
エ
』
に
は
、
サ
ル

ナ
ン
と
い
う
人
物
が
チ
ソ
ン
王
の
幼
年
の
頃
、
仏
教
導
入
の
為
、
中
国

に
赴
き
、
帰
路
、
益
州
の
金
和
尚
に
逢
つ
た
り
五
台
山
を
訪
れ
た
り
し

(1
1
)

た
の
ち
多
量
の
仏
典
を
チ
ベ
ッ
ト
に
将
来
し
た
と

い
う
記
事
が
あ
り
、

別
本

の

『
師
資
記
』
が
届
く
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
別

本

『
師
資
記
』
に
基
い
て
訳
出
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
写
本
が
、

チ
ベ
ッ

ト
の
占
領
下
に
入
つ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
仏
教

の
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な

つ
た
敦
煙
に
流
入
し
て
き
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

次
に
、
浄
覚
の
広
本

『
師
資
記
』
の
編
集
の
点

に
つ
い
て
考
え
て
み

チ
ベ

ッ
ト
訳

か
ら
み
た

『
樗
伽
師
資
記
』
成
立

の
問
題
点

(
上

山
)
 

九

三
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チ

ベ
ッ
ト
訳

か
ら
み
た

『
樗
伽
師
資
記
』
成
立

の
問
題
点

(
上

山
)
 

九
四

(
1
2
)

る
。
柳
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に

『
師
資
記
』
の
道
信
以
前
の
部
分
、

す
な
わ
ち

チ
ベ
ッ
ト
訳
相
当
の
範
囲
で
は
、
道
宣

(五
九
六
-
六
六
七
)

の

『
続
高
僧
伝
』
と
の
連
関
が
強
い
。
例
え
ば
第
二
菩
提
達
摩
の
伝
に

つ
い
て

「
余
広
如
続
高
僧
伝
所
明
。
」
と
言
い
、
ま
た
第
四
藥
禅

師

の

項

で

「
按
続
高
僧
伝

日
。
可
後
藥
禅
師
。
」
と
具
体
的
に
書
名

を
挙

げ

て
い
る
。

こ

の

『続

高
僧
伝
』
に
は
道
信

(五
八
〇
-
六
五
一
)
の
伝

(大
正
五
〇

・
六
〇
六
b
)
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
彼
の
資
弘
忍

(六
〇

一
-
六
七
四
)
に
も
触
れ
て
い
る
が
、
増
補
さ
れ
た
も
の
と
し
て

も

『続
高
僧
伝
』
の
こ
こ
ら
辺
り
ま
で
が
道
宣
の
記
述
し
う
る
時
代
的

限
界
で
あ
ろ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
の

『師
資
記
』
も
こ
の
道
信
の
と
こ
ろ

で
欄
筆
し

て
い
る
。

之
こ
ろ
で
道
宣
が
晩
年
に
加
え
た

『続
高
僧
伝
』

補
部
の
う

ち
巻
二
五
に

『
樗
伽
経
』
を
宣
揚
し
た
法
沖

(五
八
七
-
六
六

五
?
)
の
伝

が
あ
り

(大
正
五
〇
・
六
六
六
a
-
c
)
、
ここ
に

『
樗
伽
経
』

研
鐙
の
盛
行
し
た
記
述
を
み
る
。
併
せ
て
求
那
践
陀
羅
を

『
樗
伽
経
』

の
訳
者
と
し
て
そ
の
伝
承
者
た
ち
の
最
初
に
も
つ
て
く
る
発
想
も
み
ら

れ
る
。
『
樗
伽
師
資
記
』
の
原
著
作
は
、
こ
の

『
樗
伽
経
』
盛
行

の
時

代
的
背
景

か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て

そ
の
時
期

は
、
そ
う
し
た

『
続
高
僧
伝
』
記
載
の
下
限
か
ら
あ
ま
り
隔

ら
な
い
こ
ろ
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

増
広
の

『
師
資
記
』
が
浄
覚
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
七
二
〇

(
1
3
)

年
頃
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
編
纂
者
浄
覚

(六
八
三
-
七
五

〇
?
)
は
介
道
信
以
後
の
伝
の
叙
述
に
大
い
に
用
い

て
い
る

『
樗
伽
仏

人
法
志
』
の
著
者
玄
瞳
に
、
か
れ
が
中
宗
に
召
さ
れ
て
長
安
に
入
け
開

宗
し
た
と
き

(七
〇
八
頃
)
に
参

じ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
玄
蹟
は
、
神

秀

(六
〇
六
?
-
七
〇
六
)
と
同
門

の
東
山
弘
忍
の
法
を
承
け
た
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
ら
は
道
信

・
弘
忍
が
創
め
、
隆
盛
に
赴

い
た
東

山
法
門
の
面

々
で
あ
る
。
た
し
か
に
柳
田
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
道
信

以
後
の

『師
資
記
』
の
叙
述
は
東
山
法
門
の
伝
法
系
譜
に
終
始
し
て
い

(
1
4
)
る
。
と
こ
ろ
で
、
浄
覚

は
な
ぜ
東
山
法
門
の
系
譜
を
編
集
す
る
に
当
つ

て
樗
伽
師
の
系
譜
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

つ
と
も
こ
の
疑
問

は
、
更
に
い
え
ぱ
東
山
法
門

の
玄
磧
が

『
樗
伽
仏
人
法
志
』
日
と
い
う
籾

伽
師
の
伝
灯
で
あ
る
こ
と
を
標
題
と
し
た
著
作
を
為
し
た
か
と
い
う
点

に
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
。
東
山
法
門
が
隆
盛
を
招
い
た
と
は
い
え
、
時

期
的
に
『
樗
伽
経
』
が
盛
行
し
た
法
沖
の
頃
よ
り
あ
ま
り
隔
り
は
な
い
。

東
山
と
い
う
地
域
を
中
心
に
集

つ
た
禅
師
た
ち
が
新
し
い
集
団
を
形
成

し
た
と
し
て
も
、
か
れ
ら
は
依
然
と
し
て
樗
伽
師
の
範
躊
に
含
ま
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
自
ら
の
権
威
を
求
め
て
い
た
に

違
い
な
い
。
こ
ゝ
に
東
山
法
門

と
樗
伽
師
の
系
譜
が
結
び
つ
く
理
由
が

あ
る
。
『樗
伽
仏
人
法
志
』
は
道
信
以
前
に
引
か
れ
る
こ
と
が
な

い
。

こ
の
こ
と
を
以
て
こ
の
本
は
元
来
道
信
以
前

の
記
述
を
持
た
な
か
つ
た

(
1
5
)

と
な
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
が
、
た
し
か
に
浄
覚
は
道
信
以

前
に
そ
れ
を
依
用
し
て
い
な
い
。
既
成
の
別
本

『師
資
記
』-
を
若
干
加

筆
し
て
そ
つ
く
り
道
信
以
前
に
は
め
こ
み
、
続
く
普
寂
ま
で
の
系
譜
を

樗
伽
仏
人
法
志
』
に
依
拠
し
な
が
ら
新
し
く
加
え
、
更
に
序
文
を
冠
し

-601-



て

『榜
伽
資
師
記
』

一
巻
を
集
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
加
筆
に
す
ぎ
な

い
零
い
う

こ
と
で
原
標
題
は
そ
の
ま
ゝ
変
ら
ず
、
増
補
加
筆
し
た
功
で

浄
覚
に
は
編
集
者
の
名
が
与
え
ら
れ
う
る
。

な
ほ
チ

ベ
ッ
ト
訳
は
道
信
伝
の
途
中

「
…
…
識
無
形
。
仏
無
相
貌
。
」

の
と
こ
ろ

で
忽
然
と
し
て
止
筆
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
し

か
し
、
末

尾
は
/
r
d
s
o
g
s
 

sh
o
/
/rd
so
g
s
 sh
o
/
/(終
る
。
終
る
。)
と
書
れ
て
い
て
、

こ
の
本
が
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
び
た
び
言

う
よ
う
に

こ
の
写
本
が
か
な
り
し
つ
か
り
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
、
偶
然
に
書
写
を
中
止
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
や
は
り
本

来
、

こ
こ
で
完
了
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
漢
文

の
文
章

は
、
、一
見
継
続
し
た
内
容
の
申
端
で
切
ら
れ
て
い
る
様
子
が
無

い
で
も

な
い
が
、

一
旦
完
結
し
て
い
た
の
が
、
其
後
に
ま
た
叙
述
を
継
続
し
た

と
考
え
る

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
浄
覚
集
の

『
師
資
記
』
の
中
で

道
信
伝
の
分
量
は
極
め
て
大
き
く
、
全
体
の
ほ
ぼ
二
分
の

一
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
は
道
信
が
、
樗
伽
師
の
系
譜
を
の
べ
る
側
か
ら
と
、
東
山

法
門
の
法
灯
を
述
べ
る
側
か
ら
と
の
両
方
の
接
点
と
な
り
、
両
者
か
ら

の
叙
述
が
合
体
し
た
為
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

1

拙
稿

「
チ
ベ
ッ
ト
訳
娚
伽
師
資
記
に
つ
い
て
」
『仏
教
学
研
究
』
二
五
・

二
六
合
併
号
、
昭
四
三
。

2

七
点
の
『
師
資
記
』
の
写
本
は
す
べ
て
浄
覚
集
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
残
存
部
分
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
柳
田
聖
山

『初
期
の
禅
史
I
』

三
九
-
四
〇
頁
、
昭
四
六
。

3
 
s
.
 
2
0
5
4
は

大
英
博
物
館
で
実
見
に
、及
ん
だ
が
、
薄
い
、穀
紙
と
い
わ
れ

る
用
紙
に
や
や
速
書
風
の
書
体
で
写
さ
れ
て
お
り
、
他
の
残
簡
が
吐
蕃
支

配
期
か
そ
れ
以
後

の
厚
手

の
惑

質
紙

に
稚
拙

に
書

か
れ

て
い
る

も

の
と
明

瞭
に
区
別
で
き
る
。

こ
の
紙
や
筆
跡
は
、
曇
膿

の
著
作
を
写
し
た
も

の
に

多
く
、

時
代
的

に
八
世
紀
中
頃

の
も

の
と
推
定
す

る
。

4
 
誤
写

と
い

つ
て
も
、
例

え
ば
、
g
y
o
 b
a
 d
a
n
 m
y
i
 g
y
o
 b
a
 と

あ

る

べ
き
が
g
so
 b
a
 d
a
n
 m
y
i
 g
so
 b
a
(
2
3
a
3
)
と
あ

つ
た

り
、
d
u
s
 
so

c
h
o
g
 n
a
 が

r
u
s
 so
 c
h
o
g
 n
a
(
2
2
b
3
)
と
な

つ
て
い
る
よ
う

な

字

形

の
類
似

な
ど
よ
り
お
か
さ
れ
た
些
細

な
も
の
で

あ

る
。
脱

字

に
つ

い

て

は
、
例

え
ば

「
理

々
数

然
」

に
対

応

す

る

と

こ
ろ

が
…
…
m
y
e
d
 d
o
/
/

g
s
h
u
n
 
d
e
 

lta
 b
a
s
 n
a
…
…
(
4
7
a
2
)
と
な

つ

て
お

り
、
g
s
h
u
n
 

(
理
)

の

一
字

し
か
み

ら
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
例

は
、

こ
の
写
本

が
書

写
を
重

ね
て
伝
承

さ
れ

て
き
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
は

い
る
。

5

書

写
が
端
正
な
筆
跡

で
あ
る

こ
と
。
校
訂

が
為
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
用

紙
が
、
、ち
や
ん

と
し
た
貝
葉
形

で
廃

紙
を
用

い
て
い
な

い
。
丁
数

に
爽

番

号
が
冠
さ
れ
て
お
り
、

ま

と
ま

つ
た
叢
書

の

轡
と
し
て
写
さ
れ
て
い
る

こ

と
、

な
ど
を
根
拠

と
し

て
挙
げ
う
る
。

6

柳

田
聖
山

『
初
期
禅
宗
史
書

の
研
究
』
六
二
-
六

一二
頁
、

昭
四
二
。

7

柳

田
前
掲
書
、

六
七
-
六

九
頁
参
照
。

8

昨
年
お
会
い
し
た
と
ぎ
、

フ
ラ

ン
ス
の

R
.
 A
.
 ste
in
教
授
も

チ
ベ

ッ

ト
訳

『
師
資
記
』

は
別
本

で
あ
る
と

い
う
意
見
を
述

べ
ら
れ
た
。

9

拙

稿

「
大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師
沙
門

法

成

の
研

貌
」
(
下
)
『
東

方

学

報
』
、三
九
冊
、

昭
四
三
、
二
一

一
頁
参
照
。

10

前
掲
拙
稿

「
チ

ベ
ッ
ト
訳
樗
伽
師
資
記

に
つ
い
て
」
参
照
。

1
1
山

口
瑞
鳳

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
」
『
講
座
東
洋
思

想
5
』

第

五
章
、

二
三

九
頁
。

12

柳
田
前
掲
書
、

六
二
頁
。

13

柳
田
前
掲
書
、

九
〇
頁
。

14

柳
田
前
掲
書
、

七
四
頁
。

15

柳

田
氏
は

『
樗
伽
仏

人
法
志
』

に
は
も
と
も
と
道
信
以
前

の
伝

は
含
ま

れ
て
い
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す

る
。
柳
田
前
掲
書
、

五

九
、
六
五

負
。(こ
の
研
究
は
禅
文
化
研
究
所

研
究
助

成
金
に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で

あ
る
。
)

チ
ベ

ッ
ト
訳

か
ら
み
た

『
娚
伽
師
資
記
』
成
立
の
問
題

点

(
上

山
)
 

九
五
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